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市の人口　50,670人
・男 25,153人（25,864人） 世帯数 20,399世帯
・女 25,606人（25,491人） （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,670人

・男 25,153人（25,864人） 世帯数 20,399世帯
・女 25,606人（25,491人） （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,670人

・男 25,153人（25,864人） 世帯数 20,399世帯
・女 25,606人（25,491人） （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,355人

・男 24,864人（25,153人） 世帯数 20,181世帯
・女 25,491人（25,669人） （20,346世帯）

４月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　51,109人

・男 25,173人（25,168人） 世帯数 21,436世帯
・女 25,936人（25,932人） （21,418世帯）

10月31日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計

11.25『 秋 の 夕 暮 れ 』
（市役所屋上にて）
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�

不
審
文
書
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
国
民
年
金
受
給
者
の
方
に
、
日
本
国
民

年
金
協
会
と
称
す
る
と
こ
ろ
か
ら
『
年
金

過
払
い
額
返
還
請
求
書
兼
警
告
書
』
と
い

う
文
書
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
内
容
は
『
年
金
額
に
誤
り
が

あ
っ
た
の
で
３
日
以
内
に
郵
送
で
返
還

す
る
こ
と
』
と
『
返
還
さ
れ
な
い
場
合
は

東
京
地
方
裁
判
所
に
訴
え
を
起
こ
し
、

資
産
を
差
し
押
さ
え
る
』
と
い
う
も
の

で
す
が
、
社
会
保
険
庁
や
日
本
国
民
年

金
協
会
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
行

な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
く
れ
ぐ
れ
も
こ
の
文
書
に
応
じ
て
送

金
を
し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
は
文
書
の
送
付
だ
け
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
不
審
な
電

話
等
に
も
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
年
金
に
関
し
て
の
不

審
な
文
書
や
電
話
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

す
ぐ
に
対
応
せ
ず
に
、
市
老
人
医
療
年

金
係
ま
た
は
青
森
社
会
保
険
事
務
局
む

つ
事
務
所
（
�

22－

４
９
４
７
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
情
報
⑰

動

物

由

来

感

染

症

　

（
日
本
で
あ
っ
た
こ
ん
な
話
）

◎
オ
ウ
ム
病

ふ
ん

　
部
屋
で
飼
う
イ
ン
コ
の
糞
で
感
染

し
、
お
年
寄
り
が
ひ
ど
い
発
熱

◎
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症ふん

　
キ
タ
キ
ツ
ネ
の
糞
で
感
染
し
て
20

年
後
に
発
症
、
治
療
手
段
は
外
科
手
術

◎
Ｑ
熱
、
パ
ス
ツ
レ
ラ
症
、
猫
ひ
っ
か
き
病

　
犬
・
猫
が
普
通
に
持
っ
て
い
る
病

原
体
で
、
過
度
の
接
触
で
感
染
す
る

こ
と
あ
り

◎
レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
症

　
感
染
ネ
ズ
ミ
の
尿
で
池
や
川
が
汚

染
さ
れ
た
場
合
、
水
遊
び
で
感
染
す

る
こ
と
あ
り

※
次
回
は
『
わ
が
国
や
外
国
で
実
際
に
発
生

し
て
い
る
主
な
動
物
由
来
感
染
症
』
で
す
。

犬
の
登
録
事
項
変
更
届
出

　
犬
を
所
有
ま
た
は
管
理
し
て
い
る

方
で
、『
転
居
届
出
』ま
た
は『
転
出
届

出
』を
す
る
場
合
は
、『
犬
の
登
録
事

項
変
更
届
出
』も
必
ず
行
な
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
す
で
に
、
転
居
届
出
を
し
た
方
ま

た
は
登
録
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
方

で『
犬
の
登
録
事
項
変
更
届
出
』を
し

て
い
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
対
策
課
衛
生
公
害
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
３
３
２

平
成
15
年
度
『
母
子
・
寡
婦

福
祉
資
金
予
約
貸
付
』
受
付
中

　
市
で
は
現
在
、
母
子
お
よ
び
寡
婦
福

祉
資
金
貸
付
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

〈
対
象
者
〉

　
母
子
寡
婦
家
庭
で
あ
り
、
平
成
16

年
４
月
か
ら
進
学
を
希
望
す
る
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
方
、
並
び
に
父
母

の
い
な
い
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

・
母
子
福
祉
資
金
…
…
20
才
未
満
の

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方

・
寡
婦
福
祉
資
金
…
…
20
才
以
上
の

学
生
を
扶
養
し
て
い
る
方

〈
貸
付
対
象
資
金
〉

・
修
学
資
金
　
・
修
業
資
金

・
就
学
支
度
金

〈
提
出
書
類
〉

・
貸
付
申
請
書
　
・
家
計
費
申
告
書

・
戸
籍
謄
本
　
・
保
証
人
の
保
証
書

・
経
費
申
告
書

〈
申
込
締
切
〉
12
月
19
日
（
金
）

※
締
切
以
降
も
受
付
し
ま
す
が
、
資
金
交
付

時
期
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
そ
の
他
〉

　
日
本
育
英
会
法
に
よ
る
奨
学
金
、

ま
た
は
む
つ
市
奨
学
金
貸
付
条
例
に

よ
る
奨
学
金
の
貸
付
を
受
け
る
方
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
４
１
３
・
４
１
４

【
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
】
の
融
資
枠
増
枠

・
現
　
行
…
…
…
…
…
３
０
０
億
円

・
変
更
後
…
…
…
…
…
４
３
０
億
円

（
う
ち
異
常
気
象
災
害
枠
30
億
円
）

【
通
常
融
資
の
融
資
条
件
の
拡
充
・
緩
和
】

〈
融
資
限
度
額
〉

・
現
　
行
…
…
…
…
…
…
２
千
万
円

・
変
更
後
…
…
…
…
…
…
３
千
万
円

〈
融
資
期
間
〉（
据
置
期
間
）

・
現
　
行
…
…
７
年
以
内（
１
年
以
内
）

・
変
更
後
…
…
10
年
以
内（
１
年
以
内
）

※
ほ
か
の
融
資
条
件
は
変
更
が
あ
り
ま
せ
ん

【
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
の
取
扱
い
】

〈
受
付
場
所
〉

各
商
工
会
議
所
・
商
工
会

※
申
込
に
あ
た
っ
て
は
、
商
工
会
議
所
・
商
工

会
の
推
薦
書
が
必
要
で
す
。

〈
取
扱
金
融
機
関
〉

銀
行
、
信
金
、
信
用
組
合
、
県
信
用

農
業
協
同
組
合
連
合
会

　
長
引
く
景
気
低
迷
に
加
え
、冷
夏
お
よ
び
台
風
14
号
等
の
異
常
気
象
災
害
に
よ
る
売
上
減

少
等
、
県
内
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
末

の
資
金
需
要
期
を
控
え
た
中
小
企
業
を
金
融
面
か
ら
支
援
す
る
た
め『
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

資
金
』
に
お
い
て
『
異
常
気
象
災
害
枠
』
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
通
常
融
資
の
融
資
条
件

の
拡
充
・
緩
和
を
行
な
う
こ
と
と
し
、
10
月
27
日
よ
り
次
の
内
容
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

経
営
の
安
定
を
図
ろ
う
と
す
る
県
内
の
中
小
企
業
の
方
へ

【
異
常
気
象
災
害
枠
】
の
概
要

〈
融
資
対
象
者
〉

　
冷
夏
や
台
風
14
号
に
よ
る
農
作
物

災
害
等
の
影
響
を
受
け
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合

①
最
近
３
か
月
間
の
売
上
高
・
経
常

利
益
が
前
年
同
期
に
比
べ
て
20
％

以
上
減
少
し
て
い
る
場
合

②
当
該
年
の
連
続
す
る
３
か
月
間
の

売
上
高
の
20
％
以
上
に
相
当
す
る

売
掛
債
権
が
３
か
月
以
上
延
滞
と

な
っ
て
い
る
場
合

③
当
該
年
に
発
生
し
た
売
掛
債
権
の

う
ち
３
０
０
万
円
以
上
が
回
収
不

能
と
な
っ
た
場
合

〈
融
資
限
度
額
〉

２
千
万
円
以
内（
通
常
の
融
資
枠
と
は
別
枠
）

〈
融
資
期
間
〉

10
年
以
内（
う
ち
据
置
２
年
以
内
）

〈
融
資
利
率
〉
年
１
・
９
％

〈
保
証
料
率
〉
年
０
・
７
〜
１
・
０
５
％

〈
詳
し
く
は
〉

県
商
工
政
策
課
団
体
指
導
金
融
グ
ル
ー
プ

�
０
１
７－

７
３
４－

９
３
６
８

県
信
用
保
証
協
会

�
０
１
７－

７
２
３－

１
３
５
１

む
つ
商
工
会
議
所

�

22－
２
２
８
１
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暮らしに役立つ

税 情報

今
月
の
税
金
の
お
知
ら
せ

　
12
月
１
日
（
月
）
は
、
市
税
と
介
護
保

険
料
（
普
通
徴
収
分
）
の
第
６
期
分
の

納
期
限
で
す
。

  

７
月
中
旬
に
、
第
２
期
分
か
ら
第
10

期
分
の
納
付
書
を
ま
と
め
て
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
第
６
期
分
の
納
付
書
を

お
確
か
め
の
う
え
、
納
期
限
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
付
書
を
紛
失
し
た
方
は
、
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

  

市
税
の
納
付
方
法
に
は
、
自
主
納
税

の
ほ
か
に
便
利
な
口
座
振
替
や
各
町
内

会
な
ど
の
納
税
貯
蓄
組
合
に
よ
る
納
付

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
納
税
管
理
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
９
５
・
１
９
６

滞
納
に
は
厳
し
い
処
分
も

　
納
税
は
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
で

す
。
日
頃
か
ら
、
納
税
の
た
め
の
資
金

手
当
て
や
納
付
の
期
限
に
充
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

  

税
金
に
は
、
国
に
納
め
る
所
得
税
や

法
人
税
等
、
県
に
納
め
る
事
業
税
や
自

動
車
税
等
、
市
に
納
め
る
固
定
資
産
税

や
国
民
健
康
保
険
税
等
、
他
に
も
多
く

の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

す
べ
て
が
私
た
ち
の
共
同
社
会
を
維
持

す
る
た
め
に
必
要
な
大
切
な
税
金
で
す
。

納
期
限
ま
で
に
き
ち
ん
と
納
付
し
ま

し
ょ
う
。

  

な
お
、
税
金
を
滞
納
す
る
と
、
延
滞
税

（
金
）
が
加
算
さ
れ
る
ほ
か
、
財
産
差
押

え
な
ど
の
処
分
を
受
け
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
差
押
え
な
ど
の
処
分
を
受
け
る

と
、
結
果
と
し
て
社
会
的
信
用
を
な
く

す
な
ど
自
分
自
身
が
損
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
税
務
署
管
理
徴
収
担
当

�

22－

３
２
１
８

む
つ
県
税
事
務
所
納
税
課

�

22－

８
５
８
１
内
線
２
１
０

市
税
務
課
収
納
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
９
２
〜
１
９
４

　
市
で
は
、
11
月
26
日
か
ら
12
月
25

日
ま
で
の
１
か
月
間
を『
市
税
完
納
強

化
月
間
』と
し
、
納
期
限
を
過
ぎ
て
い

る
市
税
の
整
理
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
納
め
忘
れ
等
に
よ
り
未
納
に
な
っ

て
い
る
市
税
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

早
め
に
納
付
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
口
座
振
替
を
利
用
で
き
る
申
告

　
中
間
申
告（
み
な
す
申
告
分
を
除
く
）
お

よ
び
確
定
申
告
が
利
用
で
き
ま
す
。

（
期
限
内
申
告
分
に
限
り
ま
す
）

◆
申
込
み
の
方
法

・
納
税
義
務
者
（
法
人
）
名
義
の
預
金
通

帳
と
預
金
届
出
印
を
押
印
し
た
口
座

振
替
依
頼
書
を
持
参
の
う
え
、
最
寄

り
の
取
扱
金
融
機
関
又
は
県
税
事
務

所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
取
扱
金
融
機
関
の
承
認
を
受
け
た
口
座

振
替
依
頼
書
を
、
中
間
申
告
書
ま
た
は

確
定
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
県

税
事
務
所
に
提
出
さ
れ
ま
す
と
、
当
該

納
期
分
か
ら
口
座
振
替
さ
れ
ま
す
。

・
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
取
扱
金
融
機

関
及
び
県
税
事
務
所
の
窓
口
に
備
え

付
け
て
あ
る
ほ
か
、
10
月
末
に
郵
送

し
た
申
告
書
か
ら
１
回
の
み
同
封
し

ま
す
。

◆
振
替
す
る
日

　
申
告
期
限
の
日
の
属
す
る
月
の
翌

月
の
25
日
。

　
な
お
、
申
告
期
限
が
地
方
税
法
第

20
条
の
５
第
２
項
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
適

用
後
の
申
告
期
限
の
日
の
属
す
る
月

の
25
日
と
な
り
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
今
年
度
の
11
月
末
申
告
期
限
の

も
の
は
11
月
末
日
が
日
曜
日
に
当
た

る
た
め
、
申
告
期
限
は
12
月
１
日（
月

曜
日
）、
振
替
日
は
12
月
25
日
と
な
り

ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
県
税
事
務
所
総
務
課

�

22－

８
５
８
１
内
線
２
０
４

法
人
県
民
税
・
法
人
事
業
税
の
口
座
振
替

　
青
森
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
個
人
事
業
税
と
自
動
車
税
に
加
え
、
法
人
県
民
税
・

法
人
事
業
税
の
口
座
振
替
の
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
県
税
の
納
税
に
は
、
便
利
で
、
安
全
・
確
実
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

『
こ
の
街
を
、
あ
な
た
の
税
が
支
え
て
る
』

市
税
完
納
強
化
月
間
　
11
月
26
日
〜
12
月
25
日

　
な
お
、
期
間
中
は
、
ご
都
合
に
よ

り
納
付
が
遅
れ
て
い
る
方
の
た
め
の

『
納
税
相
談
』を
併
せ
て
行
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
収
納
係

�

22－
１
１
１
１
内
線
１
９
２
〜
１
９
４

あ
な
た
の
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が

い
ま
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す

　
青
森
商
工
会
議
所
で
は
、
大
手
・

中
堅
企
業
や
国
の
研
究
機
関
等
の
О
Ｂ

の
み
な
さ
ま
の
持
っ
て
い
る
、
経
営
ノ

ウ
ハ
ウ
、
技
術
等
を
地
域
の
中
小
・
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
と
マ
ッ
チ
ン
グ
す

る
こ
と
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
商
工
会
議
所
企
業
等
О
Ｂ
人
材

マ
ッ
チ
ン
グ
青
森
協
議
会

�
０
１
７－

７
３
４－

１
３
１
１

０
１
７－

７
７
５－

３
５
６
７

�staff@
acci.or.jp
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安心して暮らせる川づくり・小川放水路
～田名部川（小川工区）河川改修工事のお知らせ～

　田名部川の支川である小川は現況の流下能力が小さく、たびたび氾濫を繰り返し、むつ市街地に大きな被害を与えてきました。

このため県では、抜本的な治水対策として小川放水路の整備を進めています。これは、小川上流の流出を栗山大橋付近から放水

路により田名部川下流に切り替え、むつ市街地を洪水から防御するものです。

　放水路ルート上には標高 26ｍの台地があるため、この区間はトンネル河川となります。

　小川放水路を含む小川工区の全体計画延長は、開水路1,325ｍ、トンネル675ｍ、沈砂池150ｍの合わせて2,150ｍです。こ

れまでに下流部の開水路800ｍとトンネル部195ｍが概ね完成しています。今年７月から残りのトンネル480ｍの施工に着手

し、平成17年度末の完成を目指しています。さらに残区間は平成18年度完成を目標に整備を進めていきます。

平成６年・突然襲った豪雨災害
　平成６年９月22日から23日にかけて降り続いた雨は、23日夕刻、山からの鉄砲水と満潮時が重なって、河川が氾

濫し、床上浸水131戸、床下浸水244戸等大きな被害をもたらしました。

※小川工区は特に緊急を要する箇所として『緊急対策特定区間』に位置付けられています。

〈詳しくは〉
むつ県土整備事務所河川砂防整備課　�22-8581 ・ 青森県県土整備部河川砂防課整備防災グループ　�017-734-9665

氾濫する小川（平成６年９月23日深夜） 被災状況（平成６年９月24日）

トンネル孔口
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平
成
15
年
度
の
文
化
賞
と
文
化
奨
励
賞
に
対
す
る
表
彰
式

が
、
去
る
11
月
３
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
む
つ
市
文
化
表
彰
は
、
市
民
ま
た
は
市
出
身
の
方
を
対
象

に
、
学
術
・
文
化
活
動
の
功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　
文
化
賞
は
こ
れ
ま
で
の
永
年
の
功
績
に
対
し
て
、
ま
た
文

化
奨
励
賞
は
将
来
の
活
躍
に
期
待
を
込
め
て
贈
ら
れ
る
も
の

で
す
。（
敬
称
略
）

◎
文
化
賞

　
▼
福
　
井
　
　
　
壽
（
67
才
）

◎
文
化
奨
励
賞

　
▼
澁
　
田
　
ゆ
か
り
（
51
才
）

　
▼
吉
　
光
　
直
　

（
50
才
）

　
40
有
余
年
に
わ
た
る
地
道
な
制
作
活
動
を
通
し
て
数
多
く
の

作
品
を
創
出
。

　
こ
れ
ま
で
第
42
回
国
画
会
新
人
賞
、
第
22
回
日
象
展
新
人
奨

励
賞
を
は
じ
め
平
成
11
年
に
は
日
伊
現
代
芸
術
美
術
展
で
大
賞

を
受
賞
、
そ
し
て
、
平
成
15
年
に
は
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
で
開
催

さ
れ
た
『
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
美
の
革
命
展
in
ル
ー
ブ
ル
』
に
お

い
て
、
最
高
グ
ラ
ン
プ
リ
賞
と
と
も
に
ト
リ
コ
ロ
ー
ル
芸
術
平

和
賞
を
受
賞
、
さ
ら
に
『
イ
タ
リ
ア
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
・
ネ
オ
・

ル
ネ
サ
ン
ス
展
』
で
も
イ
タ
リ
ア
芸
術
文
化
功
労
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
国
際
的
に
活
躍
し
て
お
り
、
む
つ
下
北
地
域
の
芸
術
文

化
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

　
20
年
余
に
わ
た
る
地
道
な
制
作
活
動
を
通
し
て
数
多
く
の
作

品
を
創
出
。

　
こ
れ
ま
で
主
に
示
現
会
を
舞
台
に
出
品
活
動
を
し
、
昭
和
58

年
第
36
回
示
現
会
展
に
初
出
品
で
入
選
以
後
、
第
38
回
で
は
佳

作
賞
、
第
40
回
で
は
奨
励
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
入
賞
を
重
ね
、

平
成
４
年
に
は
正
会
員
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
第
２
回
日

本
美
術
出
版
優
秀
作
家
展
で
は
最
優
秀
作
家
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
今
後
さ
ら
な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

　
30
有
余
年
に
わ
た
る
地
道
な
制
作
活
動
を
通
し
て
数
多
く
の

作
品
を
創
出
。

　
こ
れ
ま
で
主
に
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
展
を
舞
台
に
出
品
活
動
を
す

る
な
ど
、
こ
こ
下
北
で
は
独
自
の
境
地
を
確
立
し
て
お
り
、
平

成
２
年
第
40
回
以
来
連
続
し
て
入
選
、
平
成
７
年
に
は
会
友
に

推
挙
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
各
種
展
覧
会
に
出

品
す
る
な
ど
今
後
さ
ら
な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

第
９
回 

む
つ
市
文
化
表
彰

第
９
回 

む
つ
市
文
化
表
彰
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ごみ処理施設『アックスグリーン』への

進 入 路 変 更 の お 知 ら せ
　アックスグリーンとむつ衛生センターへの国道からの進入と、両施設から国道への退出の方法が、平成16年１月５日（月）か

ら次のとおりになりますので、アックスグリーンへごみを直接搬入する方はご注意ください。

①アックスグリーンとむつ衛生センターへは、むつ衛生センター入口からしか進入できません。　　　　　　　

②両施設から、近川・野辺地方面へ退出する車両は、入ってきたむつ衛生センター入口から退出してください。　

③むつ市街地方面へ退出する車両は、今までのアックスグリーンの通用路から退出してください。　　　　　　

※アックスグリーン入口前から国道が４車線になりますので、これに違反して出入りすると非常に危険です。

〈詳しくは〉　市廃棄物対策課　�22-1111内線342

近
川
方
面

む
つ
市
街
地
方
面
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平
成
16
年
新
年
祝
賀
会
を
、
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
新
春
の
爽
や
か
な
と
き
に
、

広
く
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
未
来
あ
る
む
つ
市
を

創
造
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉
１
月
８
日
（
木
）

午
後
６
時
〜

〈
ど
こ
で
〉
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
む
つ

〈
参
加
費
〉
３
千
円

〈
申
込
締
切
〉
12
月
15
日
（
月
）
厳
守

※
締
切
日
を
過
ぎ
た
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
名

簿
に
掲
載
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
先
〉

む
つ
商
工
会
議
所

�

22－

２
２
８
１

市
広
報
広
聴
課

�

22－

１
１
１
１
内
線
２
５
２

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
商
工
会
議
所

�

22－

２
２
８
１

【巡回展がやってくるよ！】
　むつ科学技術館では、12月23日（祝）～４月11日

（日）まで、【科学市場】の巡回展を開催いたします。（後

援：財団法人つくば科学万博記念財団）全部で７つの展示

を行う予定ですが、今回は、原子力の仕組みを総合的に体

験する『原子で電気をつくる市場』にある２つの展示品を

ご紹介いたします。巡回展は、入館料のみで見学できます

のでぜひ遊んでみてくださいね。

①この原子はなに？

　原子は、電子、陽子、中性子の３つから出来ています

が、原子の種類は、この３つの数の組み合わせで決まり

ます。レバーを引くたびに、電子、陽子、中性子の色々

な数の組み合わせが出来ます。

②放射線ってなに？

　放射線のおもなものとしては、アルファ線、ベータ

線、ガンマ線、中性子線があって、それぞれ性質がちが

います。原子力発電では、このなかの中性子線を利用し

ています。なぜ、中性子線を利用しているのかは、もの

を通り抜ける力がポイントになっています。

〈問い合わせ先〉

むつ科学技術館　　�25-2091
　　　　　　　　　  25-2092
� http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

む
つ
市
民
大
学
基
本
コ
ー
ス

〈
い
つ
〉
12
月
11
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉
市
公
民
館
講
堂

〈
テ
ー
マ
〉

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
学
習

〈
講
師
〉
下
　
山
　
弘
　
子
　
氏

※
申
込
は
不
要
で
す
。
市
民
大
学
登
録
者
以

外
の
方
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
公
民
館

�

24－

１
２
２
４

平
成
16
年

新
年
祝
賀
会

老人クラブ生きがいサークル（禄寿荘）

第２回『踊りクラブ思い出の集い』
〈い　つ〉12月７日（日）

　　　　　午前11時30分～午後３時10分

〈どこで〉下北文化会館大ホール

〈入場料〉無料

〈詳しくは〉奈良 � 23-3190・田中 � 22-2094
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今
年
７
月
か
ら
、
食
品
安
全
委
員
会

が
設
け
ら
れ
、
食
品
安
全
基
本
法
に
基

づ
い
て
、
国
民
の
健
康
の
保
護
を
最
優

先
と
す
る
新
し
い
食
品
安
全
行
政
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

【
大
綱
の
ね
ら
い
】

・
農
林
水
産
省
が
国
民
の
健
康
の
保
護

を
最
優
先
と
し
た
政
府
全
体
の
新
し

い
食
品
安
全
行
政
に
的
確
に
対
応
す

る
た
め
の
指
針

・『
消
費
者
の
視
点
に
立
っ
た
安
全
・
安

心
な
食
料
の
安
定
供
給
』『
政
策
づ
く

り
へ
の
国
民
の
参
画
』
の
重
要
性
に

つ
い
て
意
識
改
革
を
徹
底

【
基
本
的
な
考
え
方
】

・
今
後
、
食
品
安
全
委
員
会
が
リ
ス
ク

評
価
を
、
農
林
水
産
省
や
厚
生
労
働

省
な
ど
が
分
担
・
協
力
し
て
リ
ス
ク

管
理
を
担
当

・
行
政
や
生
産
者
・
事
業
者
の
取
り
組
み

が
、
国
民
に
『
安
心
』『
信
頼
』
と
し

て
実
感
さ
れ
る
よ
う
、
食
の
安
全
・
安

心
を
確
保
す
る
た
め
の
政
策
を
展
開

①
関
係
者
の
意
見
を
反
映
し
た
施
策

づ
く
り

②
生
産
か
ら
消
費
ま
で
を
考
え
た
総
合

的
な
施
策
づ
く
り
と
確
実
な
実
施

③
生
産
者
・
事
業
者
に
よ
る
安
全
・
安

心
な
食
品
供
給
の
促
進

④
的
確
な
危
機
管
理

　「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
人
間
と
し
て
お

互
い
の
人
格
や
生
き
方
を
尊
重
し
、
性

別
に
よ
る
差
別
を
受
け
る
こ
と
な
く
、

誰
も
が
、
夢
と
希
望
を
も
っ
て
安
心
し

て
心
ゆ
た
か
に
暮
ら
せ
る
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。」
と
、

む
つ
市
男
女
共
同
参
画
推
進
基
本
計
画

（
む
つ
み
あ
い
プ
ラ
ン
）
は
、
謳
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
国
に
お
い
て
'99
年
『
男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
』
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
基
づ
き
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
は
、
21
世
紀
の
最
重
要
課

題
と
さ
れ
、
む
つ
市
で
も
策
定
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
私
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
を

つ
く
る
と
い
う
こ
と
で
応
募
し
委
員
に

な
り
ま
し
た
。
懇
話
会
で
は
率
直
な
疑

問
や
意
見
が
い
ろ
い
ろ
出
さ
れ
て
、
学

び
合
い
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
14
人
、
男

女
同
数
で
し
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

女
性
の
意
見
が
多
く
、
男
性
は
遠
慮
が

ち
で
し
た
。
と
い
う
よ
り
男
性
は
、
様

子
を
見
て
い
る
よ
う
に
も
受
け
と
れ
る

し
、
圧
倒
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
も
受
け

と
れ
ま
し
た
。『
懇
話
会
』
が
と
も
に
男

女
共
同
参
画
社
会
を
考
え
、
悩
み
、
模

索
し
て
た
ど
り
つ
い
た
計
画
だ
と
も
思

わ
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、『
女
ら
し
さ
』『
男
ら
し
さ
』

は
い
い
こ
と
だ
と
思
う
。
と
い
う
意
見
、

文
学
や
芸
術
の
世
界
で
描
か
れ
て
い
る

女
性
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
言
わ
れ
る
。

　
私
も
、
山
本
周
五
郎
や
藤
沢
周
平
に

登
場
す
る
女
性
を
思
い
、
納
得
し
そ
う

に
な
る
。

　
文
学
の
中
の
女
性
、
私
た
ち
の
母
た

ち
の
生
き
方
…
を
思
う
と
、
生
活
に
立

ち
向
か
う
強
さ
、
シ
ャ
キ
ッ
と
し
た
生

き
る
姿
勢
、
リ
ン
と
し
た
判
断
力
、
常

に
社
会
に
向
き
あ
っ
て
い
る
姿
勢
は

『
女
ら
し
さ
』
だ
け
で
は
く
く
れ
な
い
、

尊
く
、
深
い
も
の
を
感
じ
、
あ
こ
が
れ

て
し
ま
う
。
そ
れ
は
『
女
ら
し
さ
』
を
超

え
た
『
そ
の
人
ら
し
さ
』
は
『
人
間
ら
し

く
』
ヒ
ュ
ー
マ
ン
で
あ
る
。
…
な
ど
な

ど
話
し
合
い
は
と
て
も
楽
し
い
も
の
で

し
た
。
男
女
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
そ
の

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
機

A
A

A
A

A
A

A
A

会
が
確
保
さ
れ
、
共
に
喜
び
共
に
責
任

　
む
つ
市
男
女
共
同
参
画
推
進
基
本
計
画
『
む
つ
み
あ
い
プ
ラ
ン
』
の
策
定
に
参
画

さ
れ
た
吉
田
さ
ん
か
ら
の
想
い
を
お
届
け
し
ま
す
。

『
む
つ
市
男
女
共
同
参
画
推
進
基
本
計
画
を
生
き
た
も
の
に
』

む
つ
市
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
委
員

吉
　
田
　
眞
佐
子

食
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の
政
策
大
綱

〜
食
の
安
全
・
安
心
を
め
ざ
し
た
農
林
水
産
省
の
取
り
組
み
〜

【
政
策
の
展
開
方
向
】

◎
新
た
な
食
品
安
全
行
政
に
対
応
す
る

た
め
の
体
制
の
見
直
し
・
強
化

・
関
係
行
政
機
関
、
地
方
自
治
体
等
と

の
密
接
な
連
携

・
消
費
・
安
全
局
の
新
設
等
に
よ
る
リ

ス
ク
管
理
体
制
の
強
化

・
消
費
者
等
の
関
係
者
の
意
見
の
反
映

等
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進

・
食
品
安
全
危
機
管
理
官
の
新
設
等
に

よ
る
危
機
管
理
体
制
の
整
備

・
コ
ー
デ
ッ
ク
ス
委
員
会
な
ど
国
際
機

関
、
主
要
国
と
の
連
携

◎
産
地
段
階
か
ら
消
費
段
階
に
わ
た
る

リ
ス
ク
管
理
の
確
実
な
実
施

・
産
地
・
事
業
者
の
自
主
的
な
リ
ス
ク

管
理
の
取
り
組
み
の
支
援

・
農
業
資
材
に
関
す
る
制
度
の
見
直
し

と
適
正
使
用
の
推
進

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
強
化
、
指
導
・
助

言
、
情
報
提
供

・
厚
生
労
働
省
等
と
の
連
携
し
た
輸
入

食
品
検
疫
等
の
強
化
、
輸
出
国
と
の

情
報
や
意
見
交
換

・
家
畜
防
疫
の
強
化

◎
消
費
者
の
安
心
・
信
頼
の
確
保

・
厚
生
労
働
省
と
一
体
と
な
っ
た
表
示

制
度
の
運
営
、
監
視
強
化

・
関
係
者
の
理
解
の
促
進
等
を
通
じ
た

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
導

入
・
普
及

・『
食
を
考
え
る
月
間
』
の
設
定
、
地
域

や
家
庭
、
学
校
で
の
食
育
の
積
極
的

な
推
進

・
地
産
地
消
等
、
消
費
者
と
産
地
の
顔

の
見
え
る
関
係
づ
く
り
の
推
進

・
水
際
で
の
動
植
物
検
疫
等
の
強
化

◎
食
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め

の
環
境
保
全
の
取
り
組
み

・
環
境
省
と
連
携
し
た
農
地
や
漁
場
な

ど
の
土
壌
・
水
質
等
に
関
す
る
モ
ニ

タ
リ
ン
グ

・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
や
有
害
物
質
の

発
生
・
排
出
低
減
へ
の
国
民
の
理
解

促
進

・
環
境
に
や
さ
し
い
生
産
活
動
へ
の
支

援
◎
研
究
の
充
実

・
リ
ス
ク
の
低
減
技
術
開
発
な
ど
リ
ス

ク
分
析
を
支
え
る
研
究
の
強
化
と
情

報
提
供

〈
詳
し
く
は
〉

東
北
農
政
局
青
森
農
政
事
務
所
消
費
生
活
課

�
０
１
７－

７
７
５－

２
１
５
２
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を
分
か
ち
あ
う
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
希
望
を
持
っ
て
期
待
し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
57
年
前
、
憲
法
で
、
基
本

的
人
権
・
個
人
の
尊
重
・
法
の
下
で
の

男
女
平
等
が
謳
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
思

い
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

こ
の
憲
法
の
精
神
で
社
会
が
進
め
ら
れ

て
ほ
し
か
っ
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
今

は
ど
れ
ほ
ど
理
想
が
築
か
れ
て
い
た
こ

と
だ
ろ
う
。

　
少
子
高
齢
化
で
働
き
手
が
少
な
く
な

り
、
女
性
も
社
会
進
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
か
ら
男
女
共
同
参
画
社

会
だ
と
い
う
と
ら
え
方
は
本
質
的
で
な

い
と
思
う
。『
む
つ
み
あ
い
プ
ラ
ン
』
は
、

ま
だ
未
熟
さ
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
う
。

具
体
性
に
欠
け
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思

う
。
関
心
の
あ
る
方
々
の
意
見
を
反
映

さ
せ
、
も
っ
と
い
い
も
の
に
、
そ
し
て

生
き
た
も
の
に
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

　
世
界
で
一
番
『
男
女
平
等
』
な
国
ノ

ル
ウ
ェ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
い
っ
て
「
目
か
ら
ウ

ロ
コ
」
で
し
た
。
女
性
の
社
会
進
出
の

問
題
は
、
女
性
だ
け
の
話
し
で
な
く

国
と
し
て
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
事

・
ク
ォ
ー
タ
制
（
割
当
制
）
が
効
力
を
発

揮
、
審
議
会
、
委
員
会
で
は
一
方
の
性

が
少
な
く
と
も
40
％
を
占
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
政
党
も
ク
ォ
ー
タ
制

を
取
り
入
れ
て
い
る
。

・
国
会
議
員
の
40
％
が
女
性

・
19
人
閣
僚
の
う
ち
８
人
が
女
性

・
国
民
に
絶
大
な
人
気
を
誇
る
グ
ロ
・
ハ

レ
ム
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
首
相
は
初
の
女

性
の
首
相
、
'81
年
41
才
の
若
さ
で

・
女
性
が
首
相
で
あ
る
こ
と
が
驚
き
か

ら
、
当
然
と
い
う
段
階
に
な
る
ま
で

時
間
が
か
か
っ
た
。

・
教
育
、
保
育
所
、
育
児
休
暇
な
ど
重
要

な
改
革
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。（
国
会

の
そ
ば
に
保
育
所
が
あ
る
）

・
'79
年
、
男
女
の
地
位
の
平
等
を
謳
っ

た
『
男
女
平
等
法
』
が
施
行
さ
れ
、
教

育
・
雇
用
な
ど
平
等
に
関
わ
る
義
務

と
権
利
を
明
確
に
定
め
た
。

・
か
な
り
の
年
月
を
か
け
て
女
性
の
価

値
が
男
性
に
劣
る
も
の
で
は
な
い
と

い
う
見
方
が
浸
透
し
、
産
業
界
が
そ

れ
に
追
随
し
た
。

　
と
、
報
告
さ
れ
、
反
響
が
大
き
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　
ノ
ル
ウ
ェ
ー
や
北
欧
で
は
、
一
般
的

に
人
権
意
識
が
進
ん
で
い
る
。
子
ど
も

の
人
権
、
女
性
の
人
権
、
犯
罪
を
犯
し

た
人
の
人
権
で
さ
え
重
ん
ず
る
と
い
う
。

　
女
性
自
ら
勝
ち
と
っ
て
き
た
さ
ま
ざ

ま
な
権
利
は
、
実
際
の
生
活
で
女
性
に

と
っ
て
幸
せ
な
こ
と
は
、
男
性
に
も
幸

せ
で
あ
っ
た
り
す
る
。

　
男
性
と
女
性
は
半
分
ず
つ
存
在
す
る
。

ど
う
し
て
も
男
性
は
企
業
優
先
、
生
産

優
先
の
考
え
方
、
女
性
は
生
活
者
の
立

場
、
ラ
イ
フ
重
視
で
す
。
両
方
の
視
点

が
ど
の
分
野
に
も
必
要
だ
と
実
例
が
物

語
っ
て
い
る
。

　
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
小
さ
い
国
で
あ
っ
て

も
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
国
だ
と
思
う
。

　
日
本
は
日
本
の
視
点
で
、
人
間
の
住
み

や
す
い
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
、
安
心
な

国
に
な
る
た
め
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
沢
山
の

教
訓
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

○
こ
の
時
季
は
、
忘
年
会
な
ど
飲
酒
す

る
機
会
が
多
く
な
り
、
飲
酒
運
転
等

の
暴
走
運
転
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
積
雪
・
凍
結
路
面
で
の
ス
リ
ッ
プ

事
故
が
多
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
冬
道
用
の
タ
イ
ヤ

等
を
装
着
し
、
急
ブ
レ
ー
キ
・
急
ハ
ン

ド
ル
・
急
加
速
を
避
け
、
夕
暮
れ
時
は

早
め
に
点
灯
し
、
時
間
に
余
裕
を

持
っ
て
、
ゆ
と
り
の
あ
る
運
転
を
心

掛
ま
し
ょ
う
。

○
『
飲
酒
運
転
四
（
し
）
な
い
運
動
』
を

展
開
し
、
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま

し
ょ
う
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー
を
習

慣
づ
け
て
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全

で
住
み
よ
い
『
む
つ
市
』
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

【
飲
酒
運
転
四
（
し
）
な
い
運
動
】

①
運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い

②
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い

③
運
転
す
る
人
に
酒
を
勧
め
な
い

④
酒
を
飲
ん
だ
人
に
運
転
さ
せ
な
い

【
冬
道
の
安
全
運
転
三
原
則
】

１
割
の
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

２
倍
の
車
間
距
離

３
分
早
め
の
出
発

酒
飲
ん
だ
あ
な
た
の
顔
は
赤
信
号

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
対
策
課
交
通
対
策
係

�
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１
１
１
内
線
３
３
３

冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
11
日
（
木
）
〜
12
月
20
日
（
土
）

　【
運
動
の
重
点
】

　
①

飲

酒

運

転

の

根

絶

　

　

　

　
②

冬

道

の

安

全

運

転

の

推

進

冬
期
間
、
踏
切
道
が

一
部
通
行
止
め
に
な
り
ま
す

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
㈱
で
は
、
降
雪
時
に
円

滑
な
列
車
運
転
を
確
保
す
る
た
め
、
除

雪
車
を
運
転
し
ま
す
が
、
一
部
の
踏
切

道
で
は
、
除
雪
車
が
通
行
で
き
な
い
た

め
、
踏
切
を
一
時
撤
去
し
、
全
面
通
行

止
め
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〈
冬
期
間
通
行
止
め
と
な
る
踏
切
道
〉

（
12
月
１
日
〜
翌
年
３
月
26
日
）

・
中
の
沢
踏
切
道
（
有
畑
〜
近
川
）

・
第
一
近
川
踏
切
道
（
有
畑
〜
近
川
）

・
浅
の
沢
踏
切
道
（
近
川
〜
金
谷
沢
）

※
降
雪
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
通
行
止
め
期

間
に
変
動
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

Ｊ
Ｒ
東
日
本
㈱
青
森
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー

�
０
１
７－

７
８
１－

１
２
０
０
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詳しくは市立図書館へ

�２８－３５００

２８－３４００
 は休館日です。

12月の図書館カレンダー

・・・・・・・・・・　今月の新着案内　・・・・・・・・・・

下北文化会館・大ホール12月の催し物案内
�６日（土）13:30～ 16:00 ………………………………《整理券》

ＡＢＡ小学生『未来新聞をつくろう』コンテスト決勝クイズ大会（公開録画）

�７日（日）11:30～ 15:30 ……………………………《入場無料》

老人クラブ生きがいサークル『第２回踊りクラブ思い出の集い』

�13日（土）9:30～11:30 ………………………………《入場無料》

平成15年度大湊幼稚園お遊戯会

�14日（日）①9:30～　②13:00～……………………《入場無料》

劇団『希望』発表会

�21日（日）①9:30～18:30 …………………… 《自由席400円》

青森県アンサンブルコンテスト第22回下北地区大会

�23日（祝）15:00～ ………… 《一般1,000円／中高生500円》

むつ・下北『第九』を歌う会／ベートーベン交響曲第九番（合唱付）

�24日（水）18:30～ 20:30 ……………………………《入場無料》

第18回大沢音楽教室ピアノ発表会

〈詳しくは〉

下北文化会館　�22-8411

水

3
10
17
24
31

金

5
12
19
26

土

6
13
20
27

木

4
11
18
25

日

7
14
21
28

火

2
9
16
23
30

月

1
8
15
22
29

血液型恋のないしょ話

大丈夫！うまくいくから

私がこれまで『笑って生きて』こられた理由

父 の 遺 し た 言 葉

「できない」「やれない」と考えてしまうあなたへ

旅 に 夢 み る

南 ラ オ ス ・ 山 河 紀 行

中東情勢のいまを読む

自己破産と借金地獄脱出法

預 金 封 鎖

教えてもっと、美しい音を

笑 顔 で 向 き あ っ て

チベットのモーツァルト

まさか！のときの生き残り塾

志 賀 　 貢

浅　見　帆帆子

斎 藤 茂 太

吉 村 作 治

鷲　田　小弥太

吉　永　小百合

シャンティ国際ボランティア会

宮 田 　 律

宇都宮　健　児

副 島 隆 彦

松 本 江 理

池 添 　 素

中 沢 新 一

進 士 徹

【 図書・哲学・心理学 】

【 紀　　　行 】

【 政治・法律 】

【 福祉・教育 】

街 角 の 犬

箱 崎 ジ ャ ン ク シ ョ ン

イ リ ュ ー ジ ョ ン

炎 の 条 件

東 京 湾 景

真 昼 の 星 空

Ｌ Ａ Ｓ Ｔ

指 輪 を は め た い

ふ ゆ じ た く の お み せ

ち い さ な く れ よ ん

ジェニファーと不思議なカエル

二 つ の 旅 の 終 わ り に

の っ ぽ の サ ラ

ウ イ ル

眼 前 の 人

看護婦のオヤジ泣いて笑って

鳴 海 　 章

藤 沢 　 周

松 岡 圭 祐

森 村 誠 一

吉 田 修 一

米 原 万 里

石 田 衣 良

伊　藤　たかみ

ふくざわ　ゆみこ

篠　塚　かをり

ブルース・コウヴィル

エイダン・チェンバーズ

パトリシア・マクラクラン

奈 良 眞 悟

安 水 稔 和

藤 田 健 次

【絵本・児童書】

【 郷 土 史 料 】

関
野
勝
子
氏
寄
贈
作
品

関
野
凖
一
郎
版
画
展

　
こ
の
た
び
社
会
福
祉
法
人
青
森
社
会

福
祉
振
興
団
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
み
ち

の
く
荘
）
で
は
、
関
野
凖
一
郎
画
伯
の
御

夫
人
勝
子
氏
よ
り
寄
贈
い
た
だ
い
た
版

画
の
展
覧
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
み
な
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
い
つ
〉

12
月
３
日（
水
）〜
７
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
11
時
〜
午
後
７
時

（
７
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

※
団
体
鑑
賞
（
時
間
…
午
前
10
時
〜
11
時
・
当

日
除
く
）
の
場
合
は
、
前
日
ま
で
に
ご
連
絡

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
ど
こ
で
〉
下
北
文
化
会
館
展
示
ホ
ー
ル

〈
入
場
料
〉
無
料

〈
詳
し
く
は
〉

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
み
ち
の
く
荘

村
木 

�
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６
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特 別 解 説
　
12
月
３
日
・
午
後
１
時
よ
り
、

制
作
助
手
を
務
め
た
関
野
陽
作
氏

（
準
一
郎
次
男
・
版
画
家
）
に
よ
る
特

別
解
説
を
行
な
い
ま
す
。

あなたはお金が貯まらないＡ子さん？上手に使うＢ子さん？

伝 統 工 芸 袋 物 教 室

手作りキャンドルの本

長寿のみそ汁１５０選

さすが電子レンジ！料理大全集

朝ごはん組み合わせ自由自在

ク リ ス マ ス リ ー ス

外国人に教える日本料理の楽しみ

草もの・木ものすてきなミニ盆栽

ニ ッ ポ ン の 手 仕 事

北 の 匠

ワールドクラスになるためのサッカートレーニング

川 か ら の 釣 人 の 手 紙

今日から始める短歌入門

『 新 し い 人 』 の 方 へ

デボラ・ナッキー

大 野 一 郎

横 島 憲 夫

家 森 幸 男

講 談 社

竹　内　富貴子

斎 藤 勝 子

田 村 暉 昭

伊 達 け い

井 上 雅 義

北 海 道 新 聞 社

高 岡 　 英 夫

柴 野 　 邦 彦

池　田　はるみ

大　江　健三郎

【 生活・料理 】

【 芸術・スポーツ 】

【詩歌・小説・エッセイ】
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　10月25日（土）、むつ市公民館で下北国際ふれあい会が『第3回ハロウィンパーティー』を

開催しました。

　お化け迷路、仮装コンテスト、ボッビング・フォー・アップルズ(口でリンゴ釣りをするゲー

ム)、トリック・オァ・トリート（と言いながらチョコをもらうこと）をしました。様々な告

知しましたが当日参加もできるとお知らせしていたので、あらかじめ申し込んだ人数よりも4

倍位多く参加してくれたので、少しびっくりしましたが、嬉しかったです。

　たくさんの参加者が仮装してきて、様々なテーマがありました。ミッキー・マウス、ハリー・

ポッター、ドラえもん、海賊、暗殺者、お化けなどすべての仮装は素晴らしかったです。

　いろいろありましたが全体的に見ると大成功だったと思います。みなさんの参加と協力で楽

しくて素晴らしいイベントができたので、感謝しています。

　特に、準備と片付けなどを手伝ってくれたのみなさんは一所懸命でしたので心から感謝して

います。お陰でこのイベントがうまくできたと思います。

　来年のハロウインパーティーや次のイベントでもよろしくお願いします。

　ハロウインパーティーの写真も載せますので、どうぞご覧ください。

Thank you for a Great Halloween!

　国際交流員

ター・ディビット

　
出
稼
ぎ
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
が
、

作
業
に
必
要
な
知
識
や
技
能
を
身
に
つ

け
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
で
明
る
い
就

労
が
で
き
る
よ
う
に
次
の
と
お
り
技
能

講
習
を
実
施
し
ま
す
。

１
・
実
施
科
目
・
日
時
・
場
所
・
定
員

【
玉
掛
け
】（
15
名
）

〈
い
つ
〉

・
学
科
…
１
月
14
日
（
水
）・
15
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
実
技
…
１
月
16
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
ど
こ
で
〉

・
学
科
…
下
北
文
化
会
館

・
実
技
…
野
村
建
設
㈱
資
材
セ
ン
タ
ー

【
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
】（
15
名
）

〈
い
つ
〉

・
学
科
…
１
月
21
日
（
水
）・
22
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
実
技
…
１
月
23
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
ど
こ
で
〉

・
学
科
…
下
北
文
化
会
館

・
実
技
…
野
村
建
設
㈱
資
材
セ
ン
タ
ー

技
能
講
習
の
お
知
ら
せ

〈
受
講
資
格
〉

　
出
稼
労
働
者
ま
た
は
出
稼
労
働
希

望
の
方
。

〈
受
講
料
〉
無
料

〈
申
込
方
法
〉

　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
次
の
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

・
出
稼
ぎ
労
働
者
手
帳

・
80
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

・
写
真
（
縦
30
㎜
、
横
24
㎜
、
正
面
、

脱
帽
、
上
三
分
身
、
背
景
無
地
〔
裏

面
に
氏
名
を
記
入
す
る
〕）

〈
申
込
締
切
〉
12
月
26
日
（
金
）

※
土
、
日
、
祝
日
除
く

　
但
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
公
共
職
業
安
定
所
⑥
番
窓
口

�

22－

１
３
３
１



( 1 2 )

生涯学習に関するご相談は市教育委員会へ ...

　生涯学習課 内線732 市公民館 �24-1224

　保健体育課 内線742 市立図書館 �28-3500

※　市役所は、�22-1111（代表）です。

～いつでも・どこでも・だれでも～

生涯学習のまちづくり
～学友会に参加してみませんか～

イ ベ ン ト 情 報
イ　ベ　ン　ト

小 館 善 四 郎 展

西 有 穆 山 展

クリスマスフェスティバル

追手門広場のクリスマス

第 16 回ヨールプッキまつり

期　　日

11月13日～12月 14日

11月 29日～12月 23日

11月 24日～12月 25日

12月 １日～25日

12月 13日・14日

開　催　地

（ 青 森 市 ）

（ 八 戸 市 ）

（ 三 沢 市 ）

（ 弘 前 市 ）

（ 岩 崎 村 ）

お問い合わせ

青 森 県 立 郷 土 館

八 戸 市 美 術 館

三 沢 市 商 工 会

弘 前 市 立 観 光 館

岩崎村産業観光課

電話番号

0 1 7 - 7 7 7 - 1 5 8 5

0 1 7 8 - 4 5 - 8 3 3 8

0 1 7 6 - 5 3 - 2 1 7 5

0 1 7 2 - 3 7 - 5 5 0 1

0 1 7 3 - 7 7 - 2 1 1 1

学
友
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
『
ま
さ
か

り
学
友
会
』
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
４
番
目
の
設
立
と
な
る
こ

の
学
友
会
は
、
学
生
同
士
の
交
流
と
親

睦
を
は
か
り
な
が
ら
、
自
主
講
座
の
企

画
や
運
営
、
県
民
カ
レ
ッ
ジ
事
業
へ
の

協
力
と
い
っ
た
活
動
を
主
な
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
本
来
、
あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
は

個
人
参
加
が
原
則
で
あ
る
た
め
、
学
生

間
で
情
報
交
換
を
し
た
り
仲
間
づ
く
り

を
す
る
こ
と
が
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
、
学
生
が
共
に
学
ぶ

喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
共
に
高
め
あ
う

た
め
の
場
と
し
て
地
域
ご
と
に
学
友
会

が
組
織
さ
れ
、
す
で
に
三
学
友
会
が
県

内
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
生
涯
学
習
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
楽
し

い
活
動
と
す
る
た
め
に
も
多
く
の
学
生

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
設
立
総
会

〈
い
つ
〉
12
月
10
日
（
水
）

午
後
１
時
15
分
〜
２
時
15
分

〈
ど
こ
で
〉市

立
図
書
館
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
事
務
局

�
０
１
７－

７
６
２－

１
１
３
１

記
念
講
演
の
お
知
ら
せ

　
あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
『
ま
さ
か

り
学
友
会
』
設
立
総
会
に
際
し
、
記
念

講
演
を
行
な
い
ま
す
。
一
般
の
方
も
参

加
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
お
い

で
く
だ
さ
い
。

※
県
民
カ
レ
ッ
ジ
単
位
認
定
講
座

〈
い
つ
〉
12
月
10
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉市

立
図
書
館
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル

〈
講
師
〉

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
み
ち
の
く
荘
園
長

中
　
山
　
辰
　
巳
　
氏

〈
演
題
〉

『
４
年
目
を
迎
え
た
介
護
保
険
』

〈
詳
し
く
は
〉

あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
事
務
局

�
０
１
７－

７
６
２－

１
１
３
１

弘
前
大
学
大
学
院
地
域
社
会
研
究
科

下
北
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〜
下
北
半
島
の
地
域
活
性
化
を
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
〜

〈
い
つ
〉
12
月
６
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時

〈
ど
こ
で
〉
市
立
図
書
館
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル

〈
ど
ん
な
〉

研
究
報
告
①

【
青
森
県
に
お
け
る
転
作
水
田
の

有
効
利
用
と
特
産
化
】

地
域
社
会
研
究
科
　
小
笠
原
　
康
　
雄
　
氏

研
究
報
告
②

【
青
森
県
の
満
州
移
民
と
川
内
町
】

明
の
星
短
期
大
学
　
藤
　
巻
　
啓
　
森
　
氏

・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

下
北
ブ
ラ
ン
ド
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

廣
　
田
　
将
　
仁
　
氏

・
司
　
会

地
域
社
会
研
究
科
助
教
授

　
佐
々
木
　
純
一
郎
　
氏

〈
申
込
方
法
〉

　
氏
名
、
職
業
、
電
話
番
号
、『
下
北

ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
希
望
』を
明

記
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
入
場
料
〉
無
料

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

〒
０
３
６－

８
５
６
０（
住
所
不
要
）

弘
前
大
学
総
務
部

研
究
協
力
課
研
究
協
力
係

�
０
１
７
２－

39－

３
９
０
４

０
１
７
２－

39－

３
９
１
９

�jm
3904@

cc.h
irosaki-u

.ac.jp
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大
正
10
年
（
一
九
二
一
）
に
竣
工
し

た
旧
大
湊
ホ
テ
ル
（
大
湊
興
業
株
式
会

社
所
有
）
は
、
激
動
の
大
正
・
昭
和
初
期

の
代
を
見
て
き
た
歴
史
の
証
人
と
し
て
、

当
市
の
近
代
像
を
語
る
う
え
で
貴
重
な

存
在
で
あ
る
。

　
建
築
様
式
と
し
て
は
大
正
時
代
初
期

に
『
従
来
の
様
式
か
ら
の
分
離
を
目
指

し
た
芸
術
運
動
』
か
ら
生
ま
れ
た
直
截

明
瞭
な
幾
何
学
形
式
を
特
徴
と
し
た
。

当
時
と
し
て
は
極
め
て
モ
ダ
ン
な
セ

セ
ッ
シ
ョ
ン
様
式
（
機
能
性
や
合
理
性
を

重
視
）
と
和
風
の
折
衷
様
式
で
あ
っ
た
。

む
つ
市
の
文
化
財
め
ぐ
り
（
19
）

〜
鈴
木
誠
作
記
念
館
（
建
造
物
）
〜

む
つ
市
文
化
財
審
議
委
員

　
遠
　
藤
　
克
　
巳

　
ま
た
、
そ
の
姿
形
や
特
色
あ
る
景
観

構
成
等
が
建
築
学
的
に
も
貴
重
で
あ
る

と
し
て
、
日
本
建
築
学
会
発
行
の
『
日

本
近
代
建
築
総
覧
』
に
収
録
さ
れ
、
文

化
的
歴
史
的
価
値
が
大
き
く
評
価
さ
れ

て
い
る
。

　
な
お
、
改
修
復
元
に
あ
た
っ
て
は
外

観
の
み
な
ら
ず
、
新
築
当
時
と
同
程
度

の
材
料
な
ど
を
使
用
す
る
配
慮
が
な
さ

れ
て
お
り
、
完
全
に
近
い
ほ
ど
に
復
元

さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
９
年
に
む
つ
市
の
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

春
　
夏
　
秋
　
冬

・
岐
阜
の
街
古
き
を
残
し
た
た
ず
ま
う
母
が
呉
服
を
仕
入
れ
せ
し
街

斎
　
藤
　
ま
さ
ゑ

・
病
室
の
窓
よ
り
見
ゆ
る
子
供
ら
の
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
蹴
り
て
や
り
た
し

立
　
花
　
恵
　
子

・
の
び
す
ぎ
た
枝
を
払
え
ば
切
り
口
に
樹
液
し
た
た
り
罪
悪
感
す

森
　
山
　
孝
　
子

・
泥
ん
こ
の
毛
を
ひ
き
ず
れ
る
迷
い
犬
孫
に
な
つ
き
て
『
む
う
』
と
名
付
け
ぬ

皆
　
川
　
妙
　
子

・
渓

音

や

言

葉

少

な

き

秋

の

宿

高
　
橋
　
千
夜
湖

う
ら
が
れ

・
末
枯
の
野
地
蔵
空
巣
抱
ひ
て
を
り

畑
　
山
　
草
　
林

俳　句 短　歌
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は
、
12
月
13
日

（
土
）
よ
り
冬
の
星
座
を
紹
介
す
る
番
組

を
投
影
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
家
族
お
友
達
と
連
れ
添
っ

て
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
、
身
近
に
あ
る

星
空
を
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
な
お
、
一
般
投
影
日
時
は
次
の
と
お

り
毎
週
土
曜
日
、
１
日
２
回
の
投
影
と

な
り
ま
す
が
、
土
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
、
投
影
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
機
器
の
故
障
等
に
よ
り
投
影
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
電
話
等
で
確
認
の
う
え
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

下
北
文
化
会
館
・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
11
月
29
日
（
土
）・
12
月
６
日
（
土
）
の
一

般
投
影
は
番
組
の
入
れ
替
え
作
業
の
た
め

お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
番
組
名
〉『
と
も
だ
ち
』

〈
投
影
日
時
〉
毎
週
土
曜
日

①
午
前
11
時
〜
　
②
午
後
２
時
〜

〈
観
覧
料
〉

小
人
…
…
…
…
…
…
…
…
１
０
０
円

大
人（
高
校
生
以
上
）…
…
２
２
０
円

〈
詳
し
く
は
〉

下
北
文
化
会
館

�

22－

８
４
１
１

鈴木誠作記念館（旧大湊ホテル）
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11月１日現在　平均価格

<灯　　油>　☆ 1�ローリー価格

　　　　　　☆18�配達価格

<ＬＰガス >　☆ＬＰガス５ｍ3

　　　　　　☆ＬＰガス10ｍ3

<ガソリン>　☆レギュラー１�現金

　　　　　　☆軽油１�現金

今月平均

45円

857円

4,104円

6,579円

103円

83円

価格の幅

40～47

 720～ 945

3,990～4,250

6,405～6,615

 97～109

 78～ 89

前月平均

（45円）

（862円）

（4,104円）

（6,579円）

（102円）

（82円）

※ むつ市消費者の会モニター調べ

＝燃料価格ニュース＝
（税込）

公
　
　
売

�

電
話
加
入
権
公
売

〈
い
つ
〉
12
月
17
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

※
午
前
10
時
以
降
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

当
日
中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
出
か
け
に
な
る
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
ど
こ
で
〉
市
役
所
北
庁
舎
３
階
会
議
室

〈
公
売
方
法
〉
一
般
競
争
入
札

〈
準
備
す
る
も
の
〉

・
印
か
ん
　
・
買
受
人
の
運
転
免
許

証
等
身
分
を
証
明
す
る
も
の

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
収
納
係

�

22－
１
１
１
１
内
線
１
９
４

　 

ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い 

　
�

不
用
品
登
録
活
用
銀
行

　
市
消
費
者
の
会
で
は
、
物
を
大
切

に
使
お
う
と
、
不
用
品
の
あ
っ
せ
ん

を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
有
償
で
の
取
り

引
き
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
希
望
品
…
大
湊
幼
稚
園
の
リ
ュ
ッ
ク
、
靴
入
れ
、

ジ
ャ
ー
ジ
、
ピ
ア
ニ
カ
・
Ｆ
Ｆ
ス
ト
ー
ブ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

洗
濯
機
・
小
型
ミ
シ
ン
・
テ
ー
ブ
ル
（
居
間
用
）・
茶

だ
ん
す
・
ベ
ッ
ド(

セ
ミ
ダ
ブ
ル
以
上
）
・
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
・
ス
キ
ー
板
（
120
〜
130
㎝
）・
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

・
不
用
品
…
田
名
部
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
男

児
用
制
服
（
110
〜
120
㎝
）

〈
連
絡
先
〉

市
消
費
者
の
会
事
務
局（
市
商
工
観
光
課
内
）

�

22－

１
１
１
１
内
線
５
４
３

　
む
つ
市
で
も
、
若
い
女
性
の
喫
煙
者

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
妊
婦
さ
ん

の
喫
煙
率
は
20
％
と
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
今
回
は
特
に
妊
婦
さ
ん
に
お
け

る
た
ば
こ
の
影
響
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

な
ぜ
妊
婦
は
た
ば
こ
を
吸
っ
て
は
い
け

な
い
？

<

低
体
重
児
の
出
生
や
、
早
産
・
流
産
の

危
険
性>

　
た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
と

一
酸
化
炭
素
に
よ
っ
て
、
子
宮
や
胎

盤
の
血
管
が
収
縮
し
胎
児
が
酸
欠
状

態
に
な
る
た
め
、
胎
児
の
発
育
障
害

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
低
体
重
の
赤
ち
ゃ

ん
が
産
ま
れ
た
り
、
早
産
や
流
産
の

危
険
性
、
周
産
期
死
亡（
出
産
し
た
お

母
さ
ん
が
亡
く
な
る
）の
危
険
性
が
高

ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

<

妊
娠
し
て
か
ら
禁
煙
す
れ
ば
良
い
？>

　
た
ば
こ
を
吸
い
始
め
る
年
齢
は
、

10
代
後
半
が
多
い
よ
う
で
す
。
若
い

時
か
ら
た
ば
こ
を
吸
い
始
め
る
と
、

ニ
コ
チ
ン
に
対
す
る
依
存
の
程
度
が

強
く
な
る
た
め
、
た
ば
こ
を
や
め
に

く
く
な
り
ま
す
。
妊
娠
を
機
に
た
ば

こ
を
止
め
よ
う
と
試
み
て
も「
止
め
ら

れ
な
い
」と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、
不
妊
症
と
の
関
係
や
閉
経

が
早
ま
る
傾
向
が
あ
る
な
ど
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

<

出
産
し
た
ら
吸
い
始
め
て
も
良
い
？>

　
せ
っ
か
く
妊
娠
中
に
禁
煙
で
き
て

も
、
出
産
後
に
再
喫
煙
す
る
方
も
多

い
よ
う
で
す
。
育
児
に
よ
る
ス
ト
レ

ス
解
消
の
た
め
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
母
乳
で
育
て
た
い
お
母

さ
ん
は
、
吸
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ど
う
し
て
も
吸
い
た
い
お
母
さ
ん

は
、
受
動
喫
煙
が
わ
が
子
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
今
一
度
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
次
回
は
、『
こ
ど
も
と
た
ば
こ
』
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

�〈
詳
し
く
は
〉

市
健
康
推
進
課
保
健
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
４
４
２

『
た
ば
こ
』
に
つ
い
て
考
え
よ
う
③

吹

奏

楽

　
青
森
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

�

第
22
回 
下
北
地
区
大
会

〈
い
つ
〉
12
月
21
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

〈
ど
こ
で
〉
下
北
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

〈
部
門
〉

①
小
学
校
　
②
中
学
校
　
③
高
等
学
校

④
大
学
　
⑤
職
場
　
⑥
一
般

〈
入
場
料
〉

・
一
般
券
…
…
…
…
…
…
４
０
０
円

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
…
…
…
…
２
０
０
円

〈
詳
し
く
は
〉

大
会
事
務
局（
県
立
む
つ
工
業
高
等
学
校
内
）

青
木 

�

24－

２
１
６
４

福
　
　
祉

�

介
護
塾
開
催

〈
い
つ
〉
11
月
27
日
（
木
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

〈
ど
こ
で
〉

み
ち
の
く
中
央
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

〈
ど
ん
な
〉

　
最
新
の
介
護
方
法（
ボ
デ
ィ
メ
カ
ニ

ク
ス
）に
つ
い
て
実
技
を
交
え
な
が
ら

紹
介
し
ま
す
。

※
参
加
の
際
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

都
合
に
よ
り
先
着
10
名
様
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

〈
参
加
費
〉
無
料

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

み
ち
の
く
荘
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

加
藤 

�

23－

７
０
７
０

環境対策課からのお知らせ

年末のし尿汲み取りの予約は

12月15日までに！
〈予約申込先〉

㈲ 下 北 環 境 保 全 �22-1834
谷川環境衛生開発㈱ �22-2659
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これからの予防接種日程
☆麻しん・風しん・三種混合

麻 し ん

風 し ん

三種混合

実 施 日

12月５日

12月５日

12月16日

対　象　児　

１才～７才６か月未満

１才～７才６か月未満

３か月～７才６か月未満

佐藤小児科 ･･･午後２時～午後５時

ちばクリニック･･ 午後２時～午後３時30分

菊池医院 ･････ 午後１時30分～午後２時30分

時 間

　時間は午後７時から午後10時までです。また、都合により当番医が変更

になることもありますので、受診前にはあらかじめご確認ください。

三 　 上 　 医 　 院 � 22-1011

伝 　 法 　 医 　 院 � 24-1186

中村眼科クリニック � 22-2512

川 　 上 　 医 　 院 � 22-2990

村中内科・心療内科医院 � 23-0120

ほそかわ耳鼻咽喉科クリニック � 23-0033

ちば小児科アレルギー科クリニック � 33-8001

☆　７日（日）

☆14日（日）

☆21日（日）

☆23日（祝）

☆28日（日）

☆30日（火）

☆31日（水）

12月 の 在 宅 当 番 医

健康教室・健康相談・健康診査

離乳食教室

対象児は、平成15年４月生まれおよび平成15年８月

生まれの乳児。場所は下北文化会館集会娯楽室。

12月17日（水）
10 :10～10 :20

赤ちゃん教室（心の成長）

対象児は、生後４か月～９か月になるまでの乳児。

場所は下北文化会館集会娯楽室。

12月17日（水）
13:10～13:20

10か月児健康診査

対象児は、平成15年２月生まれの乳児。場所は下北

文化会館検査検診室。

12月19日（金）
12 :10～12 :20

１才６か月健康診査

対象児は平成14年５月生まれの幼児。場所は下北文

化会館検査検診室。

12月10日（水）
13 :00～13 :20

２才児歯科健康診査

対象児は平成13年６月生まれの幼児。場所は下北文

化会館検査検診室。

12月５日（金）
13 :00～13 :20

３才児健康診査

対象児は平成12年６月生まれの幼児。場所は下北文

化会館技術訓練室。

12月２日（火）
12 :00～12 :20

健康なんでも相談

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が健

康についてのご相談をお受けします。

12月の健康相談（骨粗鬆症）

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が骨粗鬆症ににつ

いてのご相談をお受けします。予約制です。�22-1111内線443

毎週月曜日
13 :00～15 :00

毎週火～金曜日
13 :00～15 :00

12月 の 献 血 受 付 日 程
血液がたいへん不足しています。献血にご協力ください。

★　4日（木）
　　市公営企業局 10:30～ 12:00
　　むつ保健所 13:30～ 14:30
　　特別養護老人ホーム桜木園 15:00～ 16:30
★ 12日（金）
　　県立大湊高等学校 10:00～ 16:00
★ 18日（木）
　　むつ市役所（成分献血・要予約・12/10締切） 10:00～ 17:00
★ 27日（土）
　　アークスプラザ中央店 10:30～ 16:30

　
加
齢
に
と
も
な
い
歯
を
失
う
こ
と
は
、

も
の
を
噛
む
な
ど
の
お
口
の
は
た
ら
き

の
低
下
を
招
き
、『
生
活
の
質
』
を
低
下

さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
全
身
に
与
え

る
影
響
も
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
65
才
以
上
の
方
に
お
知
ら

せ
で
す
。
ご
自
分
の
歯
や
お
口
の
状
態

を
確
認
す
る
た
め
、
無
料
歯
科
健
康
診

査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
受
診
対
象
者
〉
65
才
以
上
の
男
女
の
方

〈
期
間
〉

12
月
20
日（
土
）ま
で

※
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
定
員
に

な
り
次
第
う
ち
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

〈
受
診
場
所
〉

　
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
あ
る
い

は
最
寄
り
の
歯
科
医
院

〈
受
診
時
間
〉
歯
科
医
院
の
受
付
時
間
内

〈
受
診
費
用
〉
無
料

〈
受
診
の
し
か
た
〉

　
あ
ら
か
じ
め
受
診
し
た
い
歯
科
医

院
へ
電
話
等
で
ご
確
認
、
ご
予
約
の

う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
県
歯
科
医
師
会
下
北
支
部
会

�

22－

８
２
０
０

高

齢

者

無

料

歯

科

健

康

診

断

市健康推進課 �22-1111 内線 445
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　   『むつ市政だより』は再生紙を使用しております。
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